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Instagram 上での「いいね！」に見られる
日本人の褒め行為の様相に関する考察
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要旨
　現在の日本の英語教育では、従来の英文訳読を中心とした授業内容だけではなく実際に他者
と英語でコミュニケーションを図る際に実用的な言語能力育成に向け、言語のアウトプットを
中心とした授業が重要視されてきている。しかし実際には、英語母語話者が英語を様々な場面
でどう使うかといった語用論教育はまだそこまで広く浸透していない。頭で組み立てた文法的
には正しい文章でも、それらをただそのまま口に出すだけでは本来意図したことが相手に伝わ
らない恐れがある。その語用論教育を進めるためには、まず自らが日本語母語話者として言語
をどのように使うか知る必要がある。本論では、英語と日本語の母語話者ではその使用が文化
的に異なる「褒め行為」について、英語学習者である 10 代、20 代の日本人英語学習者を対象
とした褒めに関する研究の意義を考察する。近年、若者の利用者数が増えてきている Instagram
上での「いいね！」をもとに現在の彼らの褒めに関する様相を明らかにし、英語母語話者の褒
めの在り方を理解・習得することを最終的な目的とする。

	 キーワード：SNS、Instagram、語用論、英語教育、褒め、ポライトネス

1 ．はじめに

　近年の Social Network Service（SNS）使用人口の増加に伴い、流行語にもその影響が出た。
2017 年度の自由国民社のユーキャン新語・流行語大賞に選ばれた言葉は「インスタ映え」で、
これは Instagramというスマートフォンやタブレットで使用されるアプリケーションに写真を投
稿する際に、その写真の被写体が見栄え良く映ることを表す造語である。そしてその「インス
タ映え」する写真をアプリへ投稿することによって得られる「いいね！」をいかに多く獲得で
きるかが、Instagramを使用する動機の一つとして大勢の利用者を生み出している。
　この近年多くの人々が使用している Instagramでの「いいね！」という褒め言葉を他者に対す
る評価の結果としての褒め行為とし、その動機や本意を探ると、現在の日本人英語学習者にと
っての褒めの様相を明らかにする手がかりになるかもしれない。そして目標言語である英語母
語者の褒め行為と対比することで、その言語使用の文化的側面の習得を目的とした授業作りが
可能になる。今後の日本の英語教育で必要になるであろう語用論教育に対しての新たなアプロ
ーチを探るべく、本論では、日本人のこの SNS上での「いいね！」をする・される行為に見ら
れる現在の日本人特有の褒めに関する様相を導き出すことの重要性と、またそこから英語での
褒め行為を学習・獲得するために何が必要かを論じる。



村　端　啓　介

268－� －

2 ．褒め行為の英語教育導入推進について

2. 1 語用論教育の必要性

　日本の英語教育の現在の動向としては、言語の文化的側面に重点を置かない授業が主流とな
っており、それが今後の課題としてしばしば議論されている。まず小学校では歌やゲームを用
いる、限られた範囲での言語使用にのみ焦点を当てた英語の音に慣れるためだけの授業が外国
語活動として展開されている（村端，2018）。中学校・高校に上がって英語が教科として教え
られるようになっても、教科書を中心に英文を音読、そして生徒に一文ごとに訳をさせてその
正誤を確認するといった文法訳読方式が主流となっている（白井，2008）。よって、「人々は実
際に英語をどう使うか」という視点に基づく、本来のコミュニケーション能力に関するスキル
向上のための授業は日本の英語教育では行われていない。つまり、高校を卒業するまでの日本
における英語学習では、実際の対人コミュニケーションに焦点を当てた内容の授業を学習者が
受ける時間は極めて短く不十分であることがわかる。
　このような語用論教育の欠如がもたらすのは、例えば、英語母語話者とコミュニケーション
をとる際にその状況や相手の文化的背景をもとにした情報交換が不可能になり、結果としてコ
ミュニケーションに問題を生じさせることである（Thomas, 1983）。さらに、Hymes（1971）は
communicative competence（コミュニケーション能力）を正しい文法で文章を組み立てられる能
力だけではなく、適切な場面に応じた文章を生産する能力もその定義として英語教育での語用
論教育の必要性を示唆している。これからの英語教育では、文法偏重型のような言語の表面的
な側面だけではなく、実際のコミュニケーションの場で英語がどう使われるかに重きをおくべ
きである。

2. 2 現在の日本の英語教育での褒めの扱い

2. 2. 1 褒め行為の定義

　まず、本論での褒めの定義をここで定めたい。褒め行為の定義について Holmes（1988）は、
発話者以外のある人物に関する事柄について明示的もしくは暗示的に行われる、その受け手ま
たは聞き手にとって肯定的な評価を行う言語行為であるとしている。この定義に対して Herbert

（1989）の定義ではその機能について述べられている。彼の定義によると、褒め行為によって、
その発話者と受け手の間に社会的な結束がもたらされる効果があるという。上記の二者の定義
にはそれぞれ異なる観点からの褒めを捉えた特徴が見られることを踏まえて、ここでは双方の
特徴を合わせた以下のものを定義として使用する。本論における褒めとは、発話者以外のある
人物に関する事柄について明示的または暗示的に行われる肯定的な評価で、その発話者と受け
手に社会的な結束を生み出す言語行為である。

2. 2. 2 日本の英語教育での褒め

　語用論教育が不十分な日本の英語教育では、言うまでもなく、英語母語話者がいかに褒めを
コミュニケーションの一環として使用するかについての授業が行われていることはあまり期待
できない。理由としては、進学や就職を目的とする日本で生活する上で必要な英語能力に、褒
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めを代表とする語用論的な言語使用に関する能力が含まれていないことが考えられる。言い換
えれば、英語での褒め方を学んでもテストの点や成績は上がらないということである。このこ
とが上で述べた日本の英語教育での語用論的言語使用を考慮した授業が少ない理由にもなり、
必然的に褒め行為を教授する機会が少なくなる。
　場合によっては教師が生徒を褒める場面が教室内で見られることもあるかもしれないが、せ
いぜい教師の問いに対して生徒が正解を出した時にそれを褒める程度のものであると考えられ
る。Murahata（2016）が分類した褒めのトピックである、能力（ability）、見た目（appearance）、
所有物（possession）、そして社会的地位（social status）をもとに考えると、日本の英語学習で
教室内で扱われるであろう褒めは、おそらくその正解を当てるという能力（ability）に対して
褒めるという状況に限定される可能性が高い。見た目や所有物といったトピックを対象とした、
本来の母語話者間での使用に触れる機会がどれほどあるだろうか。このままではいつまでたっ
ても本当の意味で「英語が使える」日本人は排出されることがない。

2. 3 褒め行為を英語学習へ導入する利点

　褒め行為の英語教育への導入において三つの利点が考えられる。第一に、褒め行為自体に生
徒の学習意欲を促進させる心理的効果があることである（青木，2005; 古市，柴田，2013; 吉田，
戸田，2004）。教師から学習に対する肯定的評価を受けることは生徒にとって喜ばしいことで
あり、結果的に生徒の外的動機付けを強化する可能性がある。生徒同士の褒め行為も同様に、
褒め行為を通してクラス内での自己肯定感を強める効果が期待できる。
　次に、褒め行為を学習・習得することによる異文化の語用論的能力の獲得によって、学習者
のコミュニケーション能力が強化されるという言語的効果も考えられる。Murahata（2016）が
行った研究によると、留学を通して長期的な第二言語使用を経験した英語学習者は、留学経験
のない母語話者と比べて褒め行為の使用に関してコミュニケーション能力が上がった。具体的
には、一年以上の留学経験者によって褒め行為として発話された文章の終わりには、話者自ら
が質問文を追加し、相手からより詳しい情報を得ようとする傾向があった。それに加えて、留
学経験者が褒め行為を行う際には、留学経験が無い日本語母語話者と比べて使用した形容詞が
幅広く、それにより多角的に物事を表現するようになった。英語学習へ褒め行為を導入し長期
的に英語での褒めを学習することで、英語だけではなく母語でも学習者のコミュニケーション
能力が向上することが望める。
　今後英語を通じて世界の様々な人々と交流することを最終的な学習到達目標とするならば、
より高い学習意欲を持ってコミュニケーション能力の向上を図るためにも、英語での褒め行為
を学習する場を設けるべきであると考えられる。そのためにも、現在の日本人英語学習者にと
っての褒め行為の様相をさらに明らかにしていく必要がある。

3 ．日本人の褒め行為

3. 1 英語の褒めと比較した日本語の褒め

　ここでは Instagramで見られる褒めの「いいね！」を考える前に、日本語での褒めを考えるた
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め、英語学習者にとって目標言語である英語での褒めと比較をしてみる。まずは、日本語母語
話者と英語母語話者の褒め行為について、それぞれの母語話者集団が持つ礼儀に対する価値観
が根本的に異なることを考えなければならない。Brown & Levinson（1987）が提唱した「フェ
イス（ face）」の概念によると、社会的グループに属するメンバーが他者と関わる際に相手に求
める欲求として、他者から邪魔されたくないという「ネガティブフェイス（negative face）」か、
他者に自己を認められたいという「ポジティブフェイス（positive face）」を持ち合わせている。
この分類によると、日本人はネガティブフェイスを配慮した言動をもとに対人コミュニケーシ
ョンを行う傾向にあるのに対し、英語母語話者は対話者のポジティブフェイスを考慮する傾向
にある。つまり、それぞれの文化に属する人々が持つこれらのフェイスが、いかにして褒め行
為を行うかに大きく影響することになる。
　日本語と英語の褒め行為を比較した際に最も顕著な違いの一つとしては、褒める頻度があげ
られる。日本人は英語母語話者に比べると褒める頻度が低い（Barnlund & Araki, 1985）。これ
は褒めるという他者への主観的評価行為が、褒めの対象である日本人が持つネガティブフェイ
スを脅かすのを避けるため、結果的に頻度が低くなるとも考えられる。特に日本では、目上の
者への配慮が社会ルールとして期待されており、他者を評価するという褒め行為自体に年齢的
な制限がある（大野，2007）。つまり若い者が年上を褒めることは、上記で触れた対話者のフ
ェイスを脅かす行為として判断される場合が多いということであり、それが褒めの頻度の低さ
の理由の一つとして考えられる。それに比べて英語母語話者間では褒め行為の制限が日本語母
語話者より緩く、その結果会話の導入に褒め行為が使用されることもあるように、褒める頻度
が日本人より多い（Wolfson, 1983）。他者に認められたいという欲求が強い英語母語話者にと
って、褒め行為は日常的な使用が高くなることは容易に想像がつく。
　頻度に次ぐ明確な英語と日本語での褒め行為の相違点は、その褒めへの返答にある。特に目
上の者が対話者となるコミュニケーションの場では謙遜することが暗示的に求められる日本語
母語話者にとって、褒めのような他者からの肯定的評価に対する返答にも否定表現や回避を用
いて謙遜を表すことが期待されている（柏木，2017; 鈴木，2002）。受けた褒めことばを頭では
肯定的に捉える場合もあるとしても、受け手が言語化するのは否定または回避表現であり、こ
れは英語母語話者には見られない行為である。
　ここで比較した通り、日本語母語話者と英語母語話者では褒め行為の扱いが文化的に異なる。
このような言葉の裏にある文化的背景をも英語学習に取り入れることが今後の日本の英語教育
で重要であり、そのために日本語母語話者の褒めの様相を多角的に捉える研究が必要である。

4 ．Instagram と褒め行為

　本論文では、現在の日本人英語学習者の褒め行為の様相の一片を探ることを最終的な目的と
している。そのために、以下では Instagramで見られる「いいね！」を研究対象とする上で、そ
の着目することとなった理由と、実際にデータを用いた研究の先行研究として「いいね！」を
用いたコミュニケーションについての考察を述べていく。
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4. 1 Instagram とは

　ここではまず、Instagramとはどのようなものなのかをここで触れておく。Instagramとはスマ
ートフォンで無料で使用出来る写真共有 SNSである。2010 年より Apple Storeで提供が開始さ
れ、2014 年から日本語でのアカウントが開設された。
　主な機能としては、写真投稿機能によりアップロードされた写真に対してコメントを入力し
たり、その写真に対して「いいね！」という意思表示が可能である。「いいね！」は投稿された
画像をタップするか、または画像下に置かれているハートマークをタップするだけでその意思
表示ができる。そしてその写真ごとに何件「いいね！」を獲得したか、誰が「いいね！」をし
たかが表示される。その他にもメッセージのやり取りができる機能や、投稿画像にハッシュタ
グをつけることで、そのハッシュタグを用いて他者が投稿した画像を検索することができる。
　使用目的は、主に実際の友達や SNS上だけのフォロワー同士で写真を共有することである。
投稿した画像は不特定多数のユーザー向けに公開することも、自分のフォロワーだけに公開を
制限することもできることから、友達内で写真共有するユーザーもいれば幅広い人たちとの交
流を図るユーザーもいる。はじめに触れたように流行語大賞で「インスタ映え」が選ばれたこ
とから、現在多くのユーザーがインスタ映えする画像を投稿し、より多くの「いいね！」を獲
得することに価値を見出していると言える。

4. 2 なぜ Instagram に注目するか

　次に、なぜ Instagramで見られる「いいね！」のやり取りに着目したか、その理由についてこ
こで述べる。Instagramを褒め行為の研究対象として有意義であると言える理由は、Instagramの
利用率が高い年齢が、学校で英語学習を受ける年齢と重なっていることである。総務省情報通
信政策研究所（2017）が 13 歳から 69 歳までの男女 1500 人を対象に行った調査によると、平
成 28 年度の Instagtram利用者で一番多い年代は 20 代で、その利用率は 45.2％であった。それ
に次いで 10 代の利用率が二番目に高く 30.7％で、その次が 30 代で利用率は 30.3％あった。日
本人英語学習者にとっての褒め行為の様相を明らかにすることを目的とすると、英語学習対象
者である 10 代から 20 代の利用率が高い Instagramを対象とする研究は有益であると考えられ
る。そして上記でも触れたように平成29年の流行語大賞で「インスタ映え」というフレーズが
選ばれたことから、Instagramの日本社会での浸透度は比較的高く、今後もその利用者が増えて
いくだろう。そのようなインターネット上での言語使用を通じて日本語母語話者の言語使用の
動向を明らかにする可能性があることがその理由である。

4. 3 Instagram で見られる褒め「いいね」とは

4. 3. 1「いいね！」という褒め言葉について

　まず、日本語での「いいね！」とは、肯定的評価語である「いい（良い）」という形容詞に
「ね」という終助詞が加えられ、さらに語末に感嘆符を置く褒め言葉である。2.2.1 で述べた定
義にもある、他者への肯定的評価を下すという行為に使用される言葉であることから、これは
褒め言葉に該当する。この言葉には、発話者の年齢や性別を限定する役割語（金水，2003）が
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見られないことから、日本語話者であれば誰しもが日常的に使用してもおかしくない言葉であ
り、年齢や性別を超えた幅広いユーザーが Instagramを使用することを想定した上で決定された
言葉であることがわかる。そして、会話など口頭で使用される場合や小説などで見られる文語
としては、「いいね！」は単純な褒め言葉であり、使用される文脈でその意味は変化する。以下
では、使用される状況がある程度制限される Instagramでの「いいね！」にはどのような特徴が
あるのかを考察していく。

4. 3. 2 Instagram での「いいね！」の特徴

　まず大きな特徴として、その意思伝達の仕方が考えられる。投稿された画像に「いいね！」
を用いて褒め行為を実行する場合、その発信者がスマートフォンまたはタブレット上で画像を
ダブルタップするか、または画像下にあるハートマークへのタップをすることになる。そして
「いいね！」をする行為自体に、アプリケーション上で受け手が何かしらのリアクションをする
こと無く褒め行為が完結する。つまり実際に誰かと顔を合わせてのコミュニケーションではな
いということである。よって、Instagramに見られる「いいね！」は実際に人と対面して行う褒
め行為よりも一方的である。
　それに加え、「いいね！」をした発信者が本来意図した褒め言葉が一定ではない可能性がある
ことも一つの特徴としてあげられる。アップロードされた画像に対して「かわいい」や「かっ
こいい」と思っていたとしても、コメントを用いずに「いいね！」だけした場合、最終的に表
示されるのは「いいね！」が一件つくことだけである。
　さらに、そもそも褒め行為を目的とせずに「いいね！」が使用される場合も考えられる。例
えば、アップロードされた画像を閲覧したことをただ知らせる目的でも「いいね！」が使用さ
れる可能性があり、また画像に対して褒めの感情ではなく共感したことを表現する場合も考え
られる。そして投稿された画像には合計で何件、そして誰から「いいね！」を受けたかが表示
されることから、実際の友達を含む多くの人が「いいね！」をしているから自らも便乗すると
いう、他者依存型「いいね！」が存在する可能性もある。
　このように Instagramで見られる「いいね！」という褒め言葉を使用したコミュニケーション
には、実際に人と顔を合わせるコミュニケーションとは異なる特徴がある。「いいね！」が褒め
行為として使用されることを前提としてもその発信者の真意は見えないことがある。以下では
Instagramをもとにした日本語母語話者の褒め行為の様相を探る研究を行うために、ここで触れ
た特徴を踏まえた上で、どのような項目に関して調査をするべきかを考える。

5 ．今後の研究について

　日本人英語学習者が英語での褒め行為を学習・習得することを最終的な目的として彼らの褒
めの様相を明らかにするために、Instagramで見られる「いいね！」を対象にどのような項目に
ついて調査をするべきか以下では述べていく。ここでは調査項目を褒める側と褒められる側の
二つのカテゴリに分け、今後の研究に向けてそれぞれの調査項目についてまとめる。
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5. 1 褒める側としての調査

　まずは褒める側としての Instagramユーザーの褒めの様相を探るために、研究余地のある項目
をここでまとめる。一つ目の研究的疑問は、「いいね！」をする際に発信者が本来意図する褒め
言葉は何か、である。上でも述べたが、「いいね！」を使用して褒め行為を実行したとしても、
発信者がアップロードされた画像をどう評価したのかが受け手または第三者にはわからない。
どのような画像を目にした時に「いいね！」をするのかを調査することで、Instagramユーザー
の「いいね！」の表面下に隠れた褒め言葉の種類と頻度がわかる。
　次に、調査対象者がよく「いいね！」をする人、または「いいね！」をするのに抵抗がある
場合はどのような相手であるか、が二つ目の研究的疑問である。実際の対人コミュニケーショ
ンと異なり、Instagramでは自分がフォローしている友達、芸能人、またはフォローもしていな
いランダムに見つけた人というように、「いいね！」の対象がアプリケーション上で明確に区別
することができる。それぞれが写真をアップロードした場合、その対象に「いいね！」をする
行為の難易度について調べることで。Instagramユーザーの「いいね！」を用いた褒め行為対象
の範囲を知ることができる。
　褒める側としての調査における最後の疑問として、「いいね！」ではなくコメント機能を用い
る場合はどのような状況なのか、が考えられる。「いいね！」をするかコメントを残すかはユー
ザーの選択であるが、コメントで褒めることを選択した場合なぜその選択をするのか、その動
機を調査することで、褒め行為に対する意識の度合いについて明らかにできる可能性がある。

5. 2 褒められる側としての調査

　次に褒められる側としての調査項目について考察をしていく。まずは、「いいね！」をされる
ことで受け手側が「嬉しい」など肯定的な感情を抱くのはどのような場合なのか、またその程
度について調査することで、褒めの心理的効果の条件をより明確にすることができる。例えば、
自分がアップロードした画像に多数の「いいね！」がつくことに喜びを感じるのか、その数は
どの程度なのか、また誰から「いいね！」をもらうことに幸福感を得るのか、などに関しての
データ収集が有益であると考える。
　上記の項目に加え、そもそもなぜ画像をアップロードするのか、その動機を明らかにするこ
とで日本人 Instagramユーザーの褒めを用いたコミュニケーションの実態の一片がわかる。褒め
の頻度が少ないと言われる日本人母語話者であるが、なぜ「インスタ映え」という言葉が流行
語になるほど、「いいね！」という褒め言葉を獲得することに価値を見出しているのだろうか。
新しく SNSと英語教育のあり方を考える時にも、このアプリケーションのユーザーに対して使
用する動機を調査することは意義があると言える。

6 ．終わりに

　現在の英語教育で欠けているであろう語用論教育の強化に向けて、本稿では褒め行為の導入
を推進している。単に英語を組み立てる授業だけでなく、これからは組み立てた英語をどう使
うか、それぞれの話者の文化的背景に着目することも必要になる。そのためにも、まずは我々
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が英語を話す時にベースとなる自己の文化を知ることが急務である。本論で触れてきたように
Instagramという SNSの場での褒め行為に関して、英語学習者はどのように褒め行為をコミュ
ニケーションの一環として使用するのか、その調査の余地は大きい。その結果をもとに、これ
からの英語教育に向けて新しいアプローチを生み出すことを最終的な目標とし、今後の研究を
進めていきたい。
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